
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ （33）

□ （34）

□ （35）

□ （36）

□ （37）

□ （38） フランスに留学した、印象派の明るい画風を紹介した人物。

□ （39）

□ （40）

□ （41） 「たけくらべ」などの小説を書いた、女性文学者。

□ （42） 「坊っちゃん」を書いた人物。

□ （43） 「舞姫」を書いた人物。

6
近
代
文
化
の
形
成

19世紀の終わりごろ、アメリカ人のフェノロサが（　　　　　）と協力して日本の美術の復興に努めた。

近代的な美術を切り開き、「無我」などを書いた人物。

「荒城の月」や「花」を作曲し、洋楽の道を開いた人物。

日露戦争に出兵した弟を思って、「君死にたまふことなかれ」という詩を発表した人物。

5
産
業
革
命
の
進

展

1886年ごろから日本の経済は、紡績・製糸などの（　　　　）が発展した。

日清戦争で得た賠償金をもとに建設され、1901年に操業を開始した日本の重化学工業の発展の基礎をつくっ
た工場。
産業革命が進む中で、三井、三菱、住友、安田などの資本家は、金融、貿易、鉱業など、さまざまな業種に進出して、日本の
経済を支える（　　　）に成長した。

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目


